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産業の発展と文化の向上に努める郷土を愛する人

～ 今 月 の 内 容 ～
●最近のできごとをお知らせしますほか………2～4P
●「第37回しかべ海と温泉のまつり」開催！！…… 5P
●しかべ間歇泉わくわくサンデー！！開催のお知らせ！ほか…… 6P
●70歳以上の国保被保険者と後期高齢者医療被保険者の皆さんへ…… 7P
●健康ヘのページ…………………………………… 8P
●鹿部町食生活改善推進協議会だより…………… 9P
●全国瞬時警報システム情報伝達訓練の実施についてほか…… 10P

●小型特殊自動車をお持ちの方は軽自動車税の申告が必要ですほか…… 11P
●幼・小・中12年間を通した教育の充実に向けて……12P
●中央公民館図書室だより…………………………13P
●お知らせコーナー…………………………………14P
●水産の艇窓ほか……………………………………15P
●行事予定カレンダーほか…………………………16P

572

〔鹿部町教育目標より〕

鹿部稲荷神社例大祭～神輿渡御祭～

大岩奴振り保存会
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最
近
の
で
き
ご
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
３０
年
度

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

平
成
３０
年
６
月
４
日
㈪
か
ら
６
月
１１
日

㈪
ま
で
、
山
村
広
場
野
球
場
に
お
い
て
、

平
成
３０
年
度
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
、
６
チ
ー
ム
、
約
９０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
打
線
爆
発
で
、
大
量
得
点
の

試
合
も
多
く
、
手
に
汗
握
る
熱
戦
と
な
り

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優　

勝
】

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

【
準
優
勝
】

２
代
目
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ（
漁
業
研
修
所
）

平
成
３０
年
度
鹿
部
漁
業
協
同

組
合
長
旗
争
奪
野
球
大
会
開
催

平
成
３０
年
６
月
２８
日
㈭
か
ら
７
月
３
日

㈫
ま
で
、
山
村
広
場
野
球
場
に
お
い
て
、

平
成
３０
年
度
鹿
部
漁
業
協
同
組
合
長
旗
争

奪
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
４
チ
ー
ム
、

約
６０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
が
圧
倒
的
な

力
を
発
揮
し
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優　

勝
】

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

【
準
優
勝
】

Ｊ
Ｆ
鹿
部
漁
組

平
成
３０
年
度
鹿
部
漁
業
協
同

組
合
長
旗
争
奪
野
球
大
会
開
催

平
成
３０
年
度
鹿
部
漁
業
協
同

組
合
長
旗
争
奪
野
球
大
会
開
催

平
成
３０
年
度
鹿
部
漁
業
協
同

組
合
長
旗
争
奪
野
球
大
会
開
催

人
権
擁
護
委
員
に

滝
野
幸
子
氏
を
再
委
嘱

「
絵
手
紙
交
流
会
」
ｉｎ

し
か
べ
間
歇
泉
開
催

　
平
成
３０
年
７
月
１
日
付
け
で
、
滝
野
幸

子
氏
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
滝
野
氏
は
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
、「
小
学
校
人
権
の
花

運
動
」
や
「
特
設
人
権
相
談
所
」
な
ど
を

通
じ
、
地
域
の
中
で
自
由
人
権
の
思
想
を

広
め
、人
権
侵
害
を
未
然
に
防
ぐ
運
動
や
、

人
権
が
侵
さ
れ
た
方
へ
の
相
談
相
手
と
な

り
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、
献
身

的
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
年
４
回
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
人
権
問
題
な
ど

で
お
困
り
の
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
平
成
30
年
７
月
１
日
㈰
、
道
の
駅
し
か

べ
間
歇
泉
公
園
に
お
い
て
、「
絵
手
紙
交

流
会
」
ｉｎ
し
か
べ
間
歇
泉
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
絵
手
紙
鹿
部
サ
ー
ク
ル
「
か

も
め
～
る
」
の
会
員
の
ほ
か
、
函
館
市
・

北
斗
市
・
木
古
内
町
の
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル

の
会
員
合
わ
せ
て
56
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
間
歇

泉
に
関
す
る
絵
手
紙
を
作
成
し
、
絵
手
紙

で
間
歇
泉
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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平
成
３０
年
度
鹿
部
小
学
校

「
人
権
の
花
運
動
」
実
施

平
成
３０
年
７
月
６
日
㈮
、
鹿
部
小
学
校

に
お
い
て
、「
人
権
の
花
運
動
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
花
を
育
て
る
体
験
を
通
し

て
、
児
童
の
情
操
を
よ
り
豊
か
に
し
、
命

の
大
切
さ
や
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
の

心
を
育
む
目
的
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
６
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
人
権
擁

護
委
員
の
鈴
木
委
員
と
滝
野
委
員
か
ら
人

権
に
関
す
る
詩
を
聴
い
た
後
、
色
と
り
ど

り
の
花
の
苗
を
一
生
懸
命
植
え
ま
し
た
。

児
童
の
皆
さ
ん
が
植
え
た
花
は
、
鹿
部

小
学
校
構
内
な
ど
に
設
置
し
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

第
18
回

　
　
町
民
玉
入
れ
大
会
開
催

　
平
成
30
年
７
月
13
日
㈮
、
総
合
体
育
館

に
お
い
て
、
第
18
回
町
民
玉
入
れ
大
会
が

開
催
さ
れ
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
全
28
チ

ー
ム
、
約
２
０
０
名
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
一
般
の
部

【
優
　
勝
】
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
　
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ

【
準
優
勝
】
シ
ア
ト
ル
・
マ
ヨ
ネ
～゙
酢ズ

【
第
３
位
】
チ
ー
ム
Ｆ

○
シ
ニ
ア
の
部

【
優
　
勝
】
Ｓ
Ｎ
Ｃ
貴
光
子
軍
団

【
準
優
勝
】
鹿
部
シ
ニ
ア
ス
タ
ー
ズ
Ｂ

【
第
３
位
】
第
27
区
町
内
会
Ｂ
チ
ー
ム

○
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

【
優
　
勝
】
鹿
部
ク
ラ
ッ
プ
ー
ズ
Ａ

【
準
優
勝
】
陸
上
少
年
団

【
第
３
位
】
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

平
成
３０
年
度
鹿
部
漁
業
協
同

組
合
長
旗
争
奪
野
球
大
会
開
催

元
南
渡
島
消
防
事
務
組
合
鹿
部

消
防
団
副
団
長
玉
野
茂
美
氏
が

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

平
成
３０
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
元
南

渡
島
消
防
事
務
組
合
鹿
部
消
防
団
副
団
長

の
玉
野
茂
美
氏
が
消
防
功
労
に
よ
り
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
は
、
各
界
各
層
か
ら
国
家

や
公
共
に
対
し
功
労
の
あ
る
方
の
う
ち
、

功
績
の
内
容
に
着
目
し
、
顕
著
な
功
績
を

挙
げ
た
方
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、
玉
野

氏
は
昭
和
４３
年
８
月
に
鹿
部
消
防
団
に
入

団
し
、
退
団
さ
れ
る
平
成
２３
年
１
月
ま
で

の
約
４２
年
（
副
団
長
歴
約
７
年
）
の
長
き

に
わ
た
り
、
地
域
の
防
火
・
防
災
活
動
に

加
え
、
地
域
住
民
の
防
火
思
想
の
普
及
、

消
防
団
員
の
育
成
強
化
な
ど
に
尽
力
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
３０
年
７
月
２
日
㈪
に
は
、
役
場
応

接
室
に
お
い
て
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
、

盛
田
町
長
か
ら
勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
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鹿部稲荷神社例大祭

松 前 神 楽 奉 奏

平
成
３０
年
度
鹿
部
漁
業
協
同

組
合
長
旗
争
奪
野
球
大
会
開
催

陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
４
名 

北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
出
場

　
平
成
30
年
７
月
15
日
㈰
と
16
日
㈪
の
２

日
間
、
函
館
市
千
代
台
公
園
陸
上
競
技
場

に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
た
北
海
道
小
学
生

陸
上
競
技
大
会
に
、
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
所
属
の
４
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
道
内
各
地
か
ら
強
者
が

集
ま
る
中
、
力
を
出
し
切
り
、
２
名
が
入

賞
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
髙
本
絢
菜
さ
ん
（
鹿
部
小
学
校
５
年
）

・
女
子
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル
４
位
入
賞

○
川
村
生
成
く
ん
（
鹿
部
小
学
校
４
年
）

・
男
子
１
０
０
ｍ
８
位
入
賞

○
正
村
凉
汰
く
ん
（
鹿
部
小
学
校
６
年
）

・
男
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
げ
出
場

○
佐
藤
綺
海
さ
ん
（
鹿
部
小
学
校
６
年
）

・
女
子
１
０
０
ｍ
出
場

・
女
子
走
り
幅
跳
び
出
場
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『第37回しかべ海と温泉のまつり』開催!!　
★ステージプログラム★

①　８：３０～８：５０
　オープニング・カッター競漕開会式

②　９：００～１１：００
　カッター競漕大会

③１１：００～１１：１５
　カッター競漕大会表彰式

④１１：３０～１１：５０
　鹿部中学校吹奏楽部演奏披露

⑤１２：００～１２：２０
　鹿部ジュニア太鼓披露

⑥１２：２０～１２：４０
　チアリーディングサークルＡｎｇｅ

⑦１４：００～１４：２０
　海と温泉のまつり音頭

⑧１４：３０～１４：５０
　はしご乗り演技披露

⑨１５：１０～１６：５０
　温泉ビンビンビンゴ

⑩１７：１０～１９：１０
　「2018シーサイドステージinしかべDX」
　（1）オープニング
　（2）「Tomomi」エンジョイライブ
　（3）「ピエロのぐっち」
　　　  スペシャルバルーンショー
　（4）「HAMBURGER BOYS」
           スペシャルライブ
　（5）「フォーリンラブ」お笑いライブ
　（6）エンディング

⑪１９：３０～２１：００
　花火大会

★体験・体感・展示イベント★

　９：３０～１４：００　ふれあい水族館
　９：３０～１６：００　子供広場（ふわふわ）
　９：３０～１６：３０ 　「北海道命名150年　パネル展」
１２：３０～１４：００
　　「ピエロのぐっち」バルーンエンターテイメント回遊
１３：００～１７：００
　　しかべアート体験ワールド
　　・「おえかきっこみゆ」似顔絵ペンダントコーナー
　　・「ダイヤモンドアート Chika」ダイヤモンドアート
　　　体験コーナー

主催：しかべ海と温泉のまつり実行委員会
共催：北海道新聞函館支社
※詳細は、まつり公式ホームページをご覧ください。
　 (http://shikabe.net/maturi/)

★無料配布サービス★

１１：５０～
　　すり身汁無料サービス

※お問い合わせ先
　鹿部商工会内　
　しかべ海と温泉のまつり事務局
　（℡：７－３３４４）

【ビンゴカード販売】
本部テントにて9時30分から
15時まで販売します。

（1枚：200円）
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しかべ間歇泉わくわくサンデー！！開催のお知らせ！

１　開催日時
　　平成 30 年 8 月 26 日（日）午前１１時から午後２時まで
２　イベント内容
　�　鮮魚の販売や特産品を使った料理の試食など
３　町内無料送迎バス
　�　運行時間などについては、イベント前日の新聞（日本経済

新聞を除く）折込みチラシをご確認ください。
４　お問い合わせ先
　イベント内容について
　　道の駅しかべ間歇泉公園（℡：７－５６５５）
　町内無料バスについて
　　役場水産経済課食と観光推進室（℡：７－５２９３）

●今月の特産品

※�天候などにより、イベント内容
を変更する場合があります。ご
了承ください。

昆こ
ん

布ぶ

　
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島
（
歯
舞
群
島
、
色

丹
島
、
国
後
島
、
択
捉
島
）
の
早
期
返
還
の
実
現
に
つ
い
て

は
、
道
民
は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
す
。

　
現
在
、
日
露
両
国
間
で
は
北
方
領
土
問
題
を
含
む
平
和
条

約
締
結
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
北
方
領
土
問
題
の

解
決
に
は
、
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
が
国
民
の
総
意
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
示
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
国
の
外
交
交
渉
を
積
極
的
に
後
押
し
し
、
さ
ら

な
る
道
民
世
論
の
結
集
を
図
る
た
め
、「
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
強
調
月
間
」
に
お
い
て
、
道
・
市
町
村
と
関
係
団
体

な
ど
が
相
互
に
連
携
し
て
、
北
方
領
土
問
題
に
係
る
啓
発
活

動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
方
々
が

北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
返
還
要
求
運
動

へ
積
極
的
に
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
町
の
取
組
み
と
し
て
、
役
場
庁
舎
１
階
に
署
名
窓

口
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
署
名
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

１　

実
施
期
間

　
　
平
成
30
年
８
月
31
日
㈮
ま
で

２　

署
名
窓
口

　
　
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
・
防
災
課
総
務
係

　
℡

：

７

−

２
１
１
１

「
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
」へ
の

�

署
名
に
ご
協
力
を

～町政について
　一緒に語らいましょう～

開かれた身近な町政づくりを進めるため、町民皆さんの声に耳を傾け、対話を深めることを目的に、

町長室を開放します。平成３０年８月の開放予定日をお知らせしますので、町長室にお越しになる方は

事前に、総務・防災課へ申込みください。

■平成３０年８月の開放予定日　　８月２２日（水）午前９時から午後７時まで

※�開放予定日に限らず、公務などが入っていない日も開放していますので、お気軽にお問い合わせくだ

さい。

※お問い合わせ先　役場総務・防災課（℡：７－２１１１）

語らい町長室
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７０歳以上の国保被保険者と
後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

高額療養費の上限額が変わります！
　高額療養費制度とは、ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額

を超えて支払った分を払い戻す制度です。上限額は、個人や世帯の所得に応じて決まっています。

　平成３０年８月から、全ての方が安心して医療を受けられる社会を維持するため、高齢者と若者の世代間

の公平が図られるよう、次のように高額療養費の上限額が変わります。

※１�　世帯収入の合計額が５２０万円未満の場合や「旧ただし書き所得」の合計額が２１０万円以下の場合

も含みます。（「旧ただし書き所得」とは、前年度の総所得から基礎控除３３万円を控除した所得のこと

で、必要経費などを控除した住民税課税所得とは異なります。）

※２�　多数回該当とは、高額療養費の支給が過去１２か月以内に４回以上になった場合の４回目からの上限

額をいいます。

【７０歳以上の方の高額療養費上限額】

適 用 区 分
平成３０年７月まで 平成３０年８月から

外　来 外来＋入院 外　来 外来＋入院

現 

役 

並 

み 

所 

得 

者

現役並みⅢ

住民税課税所得

６９０万円以上

４４，４００円

８０，１００円＋（医療費

－２６７，０００円）×１％

【多数回該当：４４，４００円】

※２

２５２,６００円＋

（医療費－８４２,０００円）×１％

【多数回該当：１４０，１００円】※２

現役並みⅡ

住民税課税所得

３８０万円以上

１６７，４００円＋

（医療費－５５８，０００円）×１％

【多数回該当：９３，０００円】※２

現役並みⅠ

住民税課税所得

１４５万円以上

８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円）×１％

【多数回該当：４４，４００円】※２

一般世帯

住民税課税所得

１４５万円未満の方

※１

１４，０００円

（年間上限額

１４４，０００円）

５７，６００円

【多数回該当：４４，４００円】

※２

１８，０００円

（年間上限額１４４，０００円）
変更なし

住
民
税
非
課
税
世
帯

区分Ⅱ

８，０００円

２４，６００円 変更なし 変更なし

区分Ⅰ

年金収入が

８０万円以下の

方など

１５，０００円 変更なし 変更なし

※お問い合わせ先　役場民生課（℡：７－５２９０）
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　町では、健康づくりのサポートを目的として、次のとおり「糖尿病改善教室」を実施しますので、皆さ

んのご参加をお待ちしています。

１　日　時
日　　程 時　　間 内　　容

１日目 平成３０年　８月２３日（木）

午後２時から

午後３時３０分まで

糖尿病に関する講話①

２日目 平成３０年　８月２８日（火） 運動実技

３日目 平成３０年　９月　６日（木） 糖尿病に関する講話②

４日目 平成３０年　９月１１日（火） 運動実技

５日目 平成３０年　９月１８日（火） 運動実技

６日目 平成３０年　９月２５日（火） 運動実技

７日目 平成３０年１０月　２日（火） 運動実技

８日目 平成３０年１０月　９日（火） 運動実技

９日目 平成３０年１０月１６日（火） 運動実技

１０日目 平成３０年１０月２３日（火） 運動実技

２　場　所　総合体育館

３　対象者
（１）町民ニコニコ健診の検査の結果、HbA1c が 6%以上の方

※�「HbA1c」とは、赤血球中のヘモグロビンのうち、ブドウ糖と結合している割合を示すもので、

過去１、２か月間の血糖値の平均を知ることができます。

（２）病院などで血糖値がやや高めと言われている方

（３）（１）、（２）に該当する方へ食事を作る方など

（４）一般町民の方

４　内　容
（１）糖尿病に関する講話①	「�糖尿病と合併症、糖尿病連携手帳の活用について」、「糖尿病を予防・改善する食事（その１）」

	 →　保健師と管理栄養士の講話です。

（２）糖尿病に関する講話②	「糖尿病を予防・改善する食事（その２）～目標を立ててみよう」

	 →　保健師と管理栄養士の講話です。

（３）運動実技	 �「自宅でできる代謝アップ運動、コグニエアロ （頭と体を同時に使う脳トレ運動）」

	 講師：フィットネススタジオジョイ　原崎　千鶴子氏

	 ※一般町民向けの健康づくり運動教室と同時に実施します。

５　参加料　無料

６　申込期限　平成３０年８月２０日（月）まで

※申込み・お問い合わせ先　役場保健福祉課保健推進係（℡：７－５２９１）

今月の担当は、平野　悠　です。

～「糖尿病改善教室」を実施します～
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適塩のみそ汁の作り方

【材料】４人分
水　　600ml	 煮干し　10匹（頭とわたを除いて12～15g）
昆布　10cm四方１枚	 味噌　　20g（大さじ1杯と小さじ1/2）

【作り方】
①　�煮干しは頭とわたを取り、半分に開いてざっと洗います。昆布の表面を、濡らして絞ったキッチ
ンペーパーでふき取ります。

②　鍋に①と分量の水を入れ３０分以上浸します。
③　�②をふたをしないで火にかけ、沸騰する直前に昆布を取り出し、沸騰したら煮干しを取って火を
弱め、10分間煮ます。

④　上に浮いたアクをすくい取り、火を弱め、味噌を入れて火を止めます。

鹿 部 町 食 生 活 改 善 推 進 協 議 会 だ よ り
～みそ汁塩分測定と適塩みそ汁の試飲を実施しました～

　鹿部町食生活改善推進協議会では、平成３０年６月２７日（水）、２８日（木）、２９日（金）の３日間、

平成３０年度夏の町民ニコニコ健診において、みそ汁塩分測定を実施しました。

　また、６月２８日（木）（ナイター健診時は除く）と６月２９日（金）は塩分濃度０．８％の適塩みそ汁を作り、

健診を受けた方に試飲していただきました。

　当日は、健診を受けた方のうち、みそ汁を持参していただいた５０名の方のみそ汁の塩分濃度を測定し、

測定結果の説明と、減塩のコツについてアドバイスをさせていただきました。

　みそ汁塩分測定に協力していただいた方の結果は、次のグラフのとおりとなっています。全体の４９％の

方が、高血圧の予防・改善に良いとされる薄めや標準の塩分濃度となっていました。

　食生活改善推進協議会では、今後も、町民ニコニコ健診時のみそ汁塩分測定を通じて健康な食生活の普及

活動を行っていきます。
〈協力者のみそ汁塩分〉

薄　　め：塩分濃度
0.6%以下

標　　準：塩分濃度
0.7%〜0.8%

やや濃い：塩分濃度
0.9%〜1.0%

濃　　い：塩分濃度
1.1%以上

 
16.3% 

 
32.7% 

 
 

 

6.1%
濃い

44.9%
やや濃い

標準

薄め
 

（広告）
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　防衛省では、平成３０年度自衛官採用試験を次の日程で実施します。

平成30年度自衛官採用試験の実施について

募集種目 一般曹候補生
自衛官候補生

航空学生
男　子 女　子

資 格 18歳以上27歳未満（平成31年４月１日現在）

海：高卒（見込み含む）
　　18歳以上23歳未満
空：高卒（見込み含む）
　　18歳以上21歳未満

受 付 期 間 平成30年９月７日（金）まで

試 験 期 日

【１次試験】
平成30年９月21日（金）から

９月23日（日）まで
　　　　　　（内１日指定）
【２次試験】
平成30年10月13日（土）と

10月14日（日）
　　　　　　（内１日指定）

【一般のみ】
平成30年９月８日（土）から

９月10日（月）まで
　　　　　　（内１日指定）
【一般及び高校在学生】
平成30年９月16日（日）と
平成30年９月28日（金）から

９月30日（日）まで
　　　　　　（内１日指定）

【１次試験】
平成30年９月17日（月）
【２次試験】
平成30年10月15日（月）から

10月21日（日）まで
　　　　　　　（内１日指定）
【３次試験】
平成30年11月17日（土）以降

お問い合わせ 自衛隊函館地方協力本部　函館地区隊　℡：０１３８－５３－６２４１
メールでの資料請求は　Mail：recruit1-hakodate@pco.mod.go.jp

全国瞬時警報システム情報伝達訓練の実施について
平成３０年８月２９日（水）午前１１時頃に、防災行政無線を用いた全国瞬時警報システム（Ｊ -ＡＬ

ＥＲＴ）の訓練放送を実施します。

皆さんに緊急情報を確実にお伝えするための訓練ですので、ご理解とご協力をお願いします。

訓練放送の内容は、次のとおりです。

全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）とは？
　緊急地震速報やミサイル発射などの武力攻撃に関する緊急情報といった、対処に時間的余裕のない緊
急情報が消防庁から人工衛星を介して送信され、これを役場が受信し、防災行政無線（同報無線）を自
動的に起動して放送することにより、24時間体制で瞬時に緊急情報を町民の皆さんにお知らせするシス
テムです。

①「上り４音チャイム」	 ②「これは、Ｊアラートのテストです。」×３回
③「こちらは、ぼうさいしかべです。」	 ④「下り４音チャイム」

 

 
有事情報

消防庁
鹿部町役場

緊急地震速報
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今
年
、
町
内
の
公
道
に
お
い
て
普
通
自
動
車
と
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
に
よ
る
物
損
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
公
道
を
走
行
す
る
場
合
は
、
周
囲
の

安
全
を
十
分
確
認
し
、
交
通
事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
公
道
を
走
行
す
る
場
合
に
は
、

い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
守
ら
な
い
場
合
、
道

路
交
通
法
等
に
違
反
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先
　
　

　
役
場
民
生
課
　
℡

：

７
‐
５
２
９
０

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
公
道
を
走
行
す
る
場
合
は
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
お
持
ち
の

皆
さ
ん
へ

１　

小
型
特
殊
自
動
車
と
は

　�

　
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
第
２
条
別
表
第
１
で
定
め

ら
れ
て
い
る
小
型
特
殊
自
動
車
で
「
農
作
業
用
」
と
「
そ

の
他
の
も
の
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

２　

小
型
特
殊
自
動
車
「
そ
の
他
の
も
の
」
と
は

　�

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
、タ
イ
ヤ
ロ
ー

ラ
、
グ
レ
ー
ダ
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
、
タ
ー

レ
ッ
ト
式
構
内
運
搬
自
動
車
、
林
内
作
業
車
、
草
刈
作
業

車
な
ど
で
、
最
高
速
度
が
15
ｋｍ
／
ｈ
以
下
の
も
の
が
小
型

特
殊
自
動
車
と
な
り
ま
す
。

３�　

小
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
公
道
走
行

の
有
無
を
問
わ
ず
、
所
有
し
て
い
れ
ば
課
税
の
対
象
に
な

り
ま
す
（
町
税
条
例
第
87
条
）

　�

　
申
告
を
し
て
、
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
※�

不
申
告
の
場
合
は
、
過
料
（
10
万
円
以
下
）
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。（
町
税
条
例
第
88
条
）

４　

申
請
に
必
要
な
も
の

　（
１
）�

所
有
者
と
使
用
者
の
印
鑑
（
法
人
名
義
で
登
録
す

る
場
合
は
、
法
人
の
代
表
社
印
が
必
要
で
す
）

　（
２
）�

販
売
証
明
書
又
は
譲
渡
証
明
書
（
販
売
店
又
は
譲

渡
者
の
押
印
、
車
台
番
号
、
車
名
等
の
記
載
の
あ

る
も
の
）

５　

税
額
（
年
額
）

　（
１
）
農
作
業
用
　
　
２
，
４
０
０
円

　（
２
）
そ
の
他
　
　
　
５
，
９
０
０
円

　�

　
毎
年
４
月
１
日
時
点
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

※�

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
役
場
税
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
　
℡

：

７
‐
５
２
９
２

小
型
特
殊
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は

軽
自
動
車
税
の
申
告
が
必
要
で
す

鹿部町内不法投棄等監視パトロール実施中 !!
～不法投棄は絶対にしないようにしましょう～

不法投棄をすると５年以下の懲役若しくは１千万円以下の罰金又はこれを併科に処せられます。

●６月のゴミ回収量（ 一般ゴミ ）
　全体　84.20t（ 昨年度同月回収量87.26ｔ　約3.6％減 ）
　　　　内訳 　焼却処分：61.26t、リサイクル：21.14t、埋立処分：1.80t

混ぜればゴミ！分ければ資源！地球温暖化による環境への負担などを減らすため、ゴミの分別・減量に
ご協力をお願いします。

●�

町
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
大
半
は

「
小
型
特
殊
自
動
車
」
と
な
り
ま
す
の
で
、「
労
働
安
全

衛
生
法
に
よ
る
技
能
講
習
修
了
証
」
と
「
運
転
免
許

証
」（
大
型
、
普
通
、
大
型
特
殊
、
二
輪
、
小
型
特
殊

の
い
ず
れ
か
）
を
所
持
す
る
ほ
か
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
も
道
路
交
通
法
等
に
違
反
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１　

荷
物
を
積
ん
だ
ま
ま
の
走
行

２　

荷
役
作
業

　
　
（�
所
轄
警
察
署
の
許
可
が
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
）

３　

け
ん
引
し
て
の
走
行

４　

作
業
灯
を
点
灯
し
な
が
ら
の
走
行
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「鹿部町教育研究所」とは、町の学校教育をよりよいものにしていくため、子どもたちの課題やそれを解決す

るための方法について、理論・実践の両面から調査研究活動を行っている組織です。平成３０年度は、幼稚園、

小・中学校の全教職員と教育委員会の職員、45名が6つの部会に分かれて活動しています。

教育を取り巻く環境が複雑化する中、幼稚園から小学校、さ

らには中学校への円滑な接続が重要とされ、全国的な課題と

なっています。

当研究所では、幼・小・中1校ずつという町の特徴を活か

し、学力向上、生活指導、特別支援教育、保健指導など様々な

側面から、12年間を通した学習指導や生活指導を進めるべく

取り組んでいます。

＜各部会の主な取組内容＞

　鹿部町の子どもたちのため一生懸命取り組んでいきますので、
今後とも温かいご支援をたまわりますよう、お願い申し上げます。

（鹿部町教育研究所事業部）

放課後、定期的に集まり、協議しています。

幼・小・中 12年間を通した
教育の充実に向けて

鹿部町教育研究所より

研　 究　 部

●学力向上に向けた園児児童生徒の「聞き方・話し方の約束」の見直し
●特別の教科「道徳」の全体計画の作成と授業交流
●アイヌの人たちの歴史・文化等に関する学習　●北方領土に関する学習の推進
●園内研究・校内研究の交流　　　　　 ●家庭教育・家庭学習強調週間の実施 など

生 活 指 導 部
●幼小中合同クリーン作戦の実施　　　 ●長期休業中のきまりの交流・検討
●情報通信機器のきまりの作成　　　　 ●避難訓練の実施方法の検討
●街頭指導におけるルールの統一 　　　●生活アンケートの実施・結果分析　など

特別支援教育部
●教育支援計画・個別の指導計画の検討 ●小中特別支援学級の合同行事の企画
●講習会の開催　など

保 健 指 導 部
●健康に関する課題の交流と課題解決に向けた検証（３年計画）
●子どもの体力づくりをテーマとした研修会の開催
●学校保健白書の発行　など

事　 務　 部
●教育環境の充実に向けた予算要望活動 ・予算執行状況の確認
●予算要望書の項目の整理　など

事　 業　 部
●文集「しおかぜ」の編集　　　　　　 ●広報しかべを活用した情報発信
●町読書推進委員会への協力　　　　　 ●町文化祭実行委員会への協力　など
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（６月の新刊）

◎ どん底名人    　依田　紀基 

◎ 一発屋芸人列伝  山田ルイ 53 世

◎ 魔力の胎動   　  東野　圭吾 

◎ A/Identify  　　大隆　哲裕

◎ 万引き家族　　  是枝　裕和

（７月の新刊）

◎ 君たちはどう生きるか 吉野　源三郎

◎ 未来　　　　     湊　かなえ

◎ ファーストラヴ   島本　理生 

◎ 続々ざんねんないきもの事典   今泉　忠明

◎ 大家さんと僕    矢部　太郎 

　町内の幼稚園児・小学生・中学生に１冊ずつ、図書をプレゼントする『しかべっ子図書無償支給事業』

を行いました。この事業は、教育委員会が平成22年度から実施している取組みで、今年で９回目にな

り、より多くの子どもたちに読書に対する興味・関心を高めてもらうことを目的としています。

　平成30年６月下旬から平成30年７月上旬までの期間で図書の選定会を行い、子どもたちがサンプルの

中から「お気に入りの１冊」を選びました。ぜひ、夏休みを使って自分の１冊をじっくり読んだり、読

書感想文に利用するなど、有効に活用してください。

　また、ご家族の皆さんは、どんな図書を選んだのか子どもに聞いたり、支給された図書を一緒に読んだ

りしてみてください。

読書の楽しさを、すべての子どもたちに。
― 『しかべっ子図書無償支給事業』を行いました ―
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個
人
事
業
者
の
方
で
、
平
成

29
年
分
の
確
定
消
費
税
額
（
地

方
消
費
税
額
は
含
み
ま
せ
ん
）

が
48
万
円
を
超
え
る
方
は
、
消

費
税
と
地
方
消
費
税
の
中
間
申

告
と
納
付
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
事
業
状
況
が
平
成
29

年
と
著
し
く
異
な
る
場
合
な
ど

は
、
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申

告
の
方
法
に
代
え
て
、
各
中
間

申
告
対
象
期
間
を
一
課
税
期
間

と
み
な
し
て
仮
決
算
を
行
い
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
計
算
し
た
消

費
税
額
と
地
方
消
費
税
額
に
よ

り
中
間
申
告
と
納
付
が
で
き
ま

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
函
館
税
務
署

　
℡

：

０
１
３
８
‐
３
１
‐
３
１
７
１

　
渡
島
・
檜
山
地
方
税
滞
納
整

理
機
構
は
、
渡
島
・
檜
山
管
内

（
函
館
市
を
除
く
17
市
町
）の
地

方
税
の
滞
納
額
の
縮
減
を
図
る

た
め
市
町
に
代
わ
り
、
差
押
え

や
公
売
な
ど
の
強
制
的
な
滞
納

整
理
を
行
っ
て
い
る
一
部
事
務

組
合
で
す
。

　
平
成
16
年
に
設
立
し
て
今
年

で
15
年
に
な
り
、
納
税
に
誠
意

の
な
い
方
に
対
し
て
は
、
毅
然

と
し
た
態
度
で
対
応
し
て
滞
納

整
理
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
は
、
各
市
町
か

ら
引
き
受
け
し
た
２
６
０
人

（
法
人
含
む
）、
２
億
７
，
０
０

０
万
円
の
処
理
困
難
な
事
案
に

対
し
て
、
預
貯
金
、
給
与
、
生

命
保
険
、
売
掛
金
な
ど
の
債
権

の
差
押
え
を
中
心
に
し
た
滞
納

処
分
を
４
５
８
件
実
施
し
、
債

権
の
発
見
に
至
ら
な
い
事
案
に

つ
い
て
は
、
自
宅
な
ど
の
捜
索

に
よ
る
家
財
道
具
な
ど
の
動
産

の
差
押
え
を
38
件
執
行
し
、
差

押
え
た
物
件
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
で
換
価
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
最
終
収
入
額
に

つ
い
て
は
１
億
１
，
４
２
２
万

円
、
引
受
額
に
対
す
る
徴
収
率

は
４
２
．
４
３
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
30
年
度
も
２
６
５
人

(

法
人
含
む)

、
２
億
７
，
０
０

０
万
円
の
滞
納
事
案
を
引
き
受

け
し
、
粛
々
と
滞
納
整
理
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
更
に
取
組

み
を
強
化
し
て
滞
納
整
理
を
進

め
、
収
入
確
保
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
納
税
さ
れ
て
い
る
方
と

納
税
に
誠
意
の
な
い
方
と
の
税

負
担
の
公
平
を
図
っ
て
行
き
ま

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　�

渡
島
・
檜
山
地
方
税
滞
納
整

理
機
構

　
℡

：

０
１
３
８
‐
４
７
‐
９
５
９
９

　「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

は
、「
い
じ
め
」、「
虐
待
」、「
体

罰
」
な
ど
子
ど
も
の
人
権
問
題

に
関
す
る
相
談
電
話
で
す
。

　
法
務
局
の
職
員
や
人
権
擁
護

委
員
が
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
一

緒
に
考
え
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
、
無
料
で
、
相
談
内

容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
難
し
い
手
続
は
不
要

で
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
強
化
週
間
の
期
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
強
化
週
間
期
間

①
　
平
成
30
年
８
月
29
日
㈬
か
ら

　
　
平
成
30
年
８
月
31
日
㈮
ま
で

　
　
平
成
30
年
９
月
３
日
㈪
と

　
　
平
成
30
年
９
月
４
日
㈫

　
　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
午
後
７
時
ま
で

②
　
平
成
30
年
９
月
１
日
㈯
と

　
　
平
成
30
年
９
月
２
日
㈰

　
　
午
前
10
時
か
ら午

後
５
時
ま
で

※�

強
化
週
間
期
間
外
で
の
相
談

は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
（
土
日
・

祝
日
を
除
く
）と
な
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　�

法
務
省
「
子
ど
も
の
人
権
１

１
０
番
」

　
℡

：

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の

方
々
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働

く
こ
と
を
辞
め
た
と
き
に
建
退

共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
、
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制

度
で
す
。

　
国
の
制
度
な
の
で
、安
全
、確

実
で
申
込
手
続
は
簡
単
で
す
。

　
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

し
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な

り
ま
す
。

　
加
入
で
き
る
の
は
、
建
設
業

を
営
む
事
業
主
の
方
で
、
対
象

と
な
る
の
は
建
設
業
の
現
場
で

働
く
労
働
者
の
方
と
な
り
ま

す
。
掛
金
は
日
額
３
１
０
円
で

す
。

　
詳
し
く
は「
建
退
共
」公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　�

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
　
建
退
共
北
海
道
支
部

　
℡

：

０
１
１
‐
２
６
１
‐
６
１
８
６

　
協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
加
入
者

の
皆
さ
ん
の
お
薬
代
の
負
担
軽

減
や
健
康
保
険
財
政
の
改
善
に

つ
な
が
り
、
今
後
の
医
療
費
や

保
険
料
率
の
伸
び
が
抑
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
」
の
普
及
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
の
医
師
、
薬
剤

師
へ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

処
方
に
つ
い
て
相
談
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　�

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

　
℡

：

０
１
１
‐
７
２
６
‐
０
３
５
２

　
　
　（
代
表
）

消
費
税
と
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
の
中
間

申
告
と
納
付
に
つ
い
て

渡
島
・
檜
山
地
方
税
滞
納
整
理

機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１

１
０
番
」
強
化
週
間
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か
？

「
建
退
共
」の
退
職
金
制
度

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

か
え
て
み
ま
せ
ん
か
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平成30年６月の水揚
魚　　種 数　　量 水 揚 高 魚　　種 数　　量 水 揚 高

すけとうだら 0.1 0.2 はたはた 0.1 0.1
たこ 63.1 55,350.3 さば 1.4 45.8
さけ 0.1 4.5 福来 0.1 2.8
ます 0.6 232.4 まぐろ 0.1 32.7
いか 0.6 166.0 たら 2.5 231.0
かれい 22.7 4,433.3 松皮かれい 0.2 228.6
油子 1.0 629.6 つぶ 38.4 6,623.5
黒そい 0.8 167.9 えび 0.9 1,894.7
ほっけ 84.4 7,118.6 いわし 0.1 0.7
がや 1.3 130.7 その他魚類 3.2 5,884.5
かじか 1.7 32.4 海藻類 0.2 33.1
平目 0.5 458.3 合計 224.1 83,701.7

単位：数量（トン）／水揚高（千円）

全刑法犯
認知件数

窃盗犯認知件数 その他刑法
認知件数侵入盗 車上狙い その他窃盗

町　内 4 件 2件 0件 1件 1件

人身事故 死者数 傷者数 物損事故

町内 2件 0人 4人 40 件

犯罪発生状況（平成30年1月1日～6月30日） 交通事故発生状況（平成30年1月1日～6月30日）

水難事故の防止
～海や川　危険がいっぱい潜んでる～

１　波の力で倒されたり、沖に流される可能性があります
　　水辺で遊ぶ子どもの近くから離れないようにしましょう。

２　指定された海水浴場内で遊泳しましょう
　　遊泳禁止区域では、離岸流や急な深みなど多くの危険があります。

３　体調不良時や飲酒後の遊泳は危険です
　　�体調不良時や、お酒を飲んだ後は呼吸が乱れやすいので入水を

避けましょう。

４　�釣りをするときは、救命胴衣を必ず着用して、安全な場所で行
いましょう

　　�高波時の防波堤、流れが速い岸辺、滑りやすい岩場には近寄ら

ないようにしましょう。

５　水上オートバイは遊泳区域に入らないこと
　　安全航行に努め、救命胴衣を装着しましょう。

北海道警察官募集中！～　夢、今叶えるとき　～

１　平成30年度第２回北海道警察官採用試験実施日程
（１）受 付 期 間　平成３０年８月２４日（金）まで
（２）第１次試験日　平成３０年９月１７日（月）
（３）第２次試験日　平成３０年10月中旬から平成３０年11月上旬
２　やりがいのある仕事です！
　　�北海道警察の仕事は、多種多様でどんな仕事にもやりがいがあ

ります。
３　様々な知識、資格が役に立ちます！
　　�語学が得意な方、パソコンが得意な方、車の運転に自信がある

方、山登りが趣味の方、手話ができる方など、知識、技能、趣
味が北海道警察で役立ちます。

４　仕事もプライベートも充実！
　　�警察官は日夜、道民の安全・安心を守る仕事をしているため、

高い給料体系になっていて、年次有給休暇や特別休暇などのお
休みも充実しています。

５　一緒に北海道の安全安心を守りましょう！
　　�大切な家族のため、故郷のため、一緒に北海道の安全と安心を

守りましょう。

　平成３０年６月に観測された駒ケ岳の状況についてお知らせします。
【全　　般】火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。
　　　　　　（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）
【噴煙活動】監視カメラによる観測では、昭和４年火口の噴気は観測されませんでした。
【地震活動】火山性地震は少なく、火山性微動は観測されませんでした。
【地殻変動】ＧＮＳＳ連続観測では、火山活動によると考えられる地殻変動は認められませんでした。
　　　　　　（ＧＮＳＳ観測：ＧＰＳ含む衛星測位システムの総称）

※詳細は、札幌管区気象台ホームページでも閲覧することができます。
　http://www.jma-net.go.jp/sapporo/

※気象庁ホームページに駒ヶ岳の火山観測データが掲載されています。火山活動状況などの把握にご利用ください。
　http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/open-data/open-data.php?id=113

※お問い合わせ先
　函館方面森警察署（℡：01374-2-0110）　　　北海道警察採用フリーダイヤル　（℡：0120-860-314）
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８月～９月の行事予定カレンダー

※�行事日程等について、施設等の都合により変更となる場合がありますので、行事に参加される場合は、
　事前に担当課へ確認を、お願いします。

◆お問い合わせ先略称◆　○教 教育委員会（℡7-3124）　○保 役場保健福祉課（℡7-5291）
　　　　　　　　　　　　○税 役場税務課（℡7-5292）　○観 役場水産経済課食と観光推進室（℡7-5293）

休日当番医については、新聞等で確認するか、役場保健福祉課までお問い合わせください。

（
注
）お
誕
生
、お
く
や
み
欄
に
つ
い
て
の

掲
載
は
、役
場
民
生
課
窓
口
で
掲
載
承
諾

を
頂
い
て
載
せ
て
お
り
ま
す
。

世帯と人口

平成30年7月1日現在

（　 ）は前月比です

世帯数 1,855世帯（－６）

男 1,880 人 （－14）

女 2,099 人 （－４）

計 3,979 人 （－18）

●65歳以上の人口	 1,495人

　高齢化率	 　37.6％

８月16日㈭
17日㈮ ◯保 創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00

18日㈯ ◯観 第３７回しかべ海と温泉のまつり　鹿部漁港　8：30～

19日㈰ ◯保 就労活動「カフェぽっぽ」　しかべ・ぽっぽ館　11:00～15:00

20日㈪
21日㈫ ◯保 赤ちゃんなかよし広場　総合体育館保健室　10:00～

22日㈬
23日㈭ ◯保 創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00

24日㈮ ◯保
◯保

創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00
あったかサロン　本別中央会館　13:30～15:30

25日㈯

26日㈰ ◯保
◯観

就労活動「カフェぽっぽ」　しかべ・ぽっぽ館　11:00～15:00
しかべ間歇泉わくわくサンデー!!　道の駅しかべ間歇泉公園　11:00～14:00

27日㈪
28日㈫
29日㈬
30日㈭ ◯保 創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00

31日㈮
◯保
◯税
◯税

創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00
町道民税第２期納付期限日
国民健康保険税第３期納付期限日

９月１日㈯

２日㈰ ◯保 就労活動「カフェぽっぽ」　しかべ・ぽっぽ館　11:00～15:00

３日㈪

４日㈫

５日㈬ ◯保 健康相談　いこいの湯　　受付14：00～16：00

６日㈭ ◯保 創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00

７日㈮ ◯保 創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00

８日㈯

９日㈰ ◯保 就労活動「カフェぽっぽ」　しかべ・ぽっぽ館　11:00～15:00

10日㈪

11日㈫

12日㈬

13日㈭ ◯保 創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00

14日㈮ ◯保 創作活動「ぽっぽワークの日」　しかべ・ぽっぽ館　10:00～16:00

15日㈯

■発行／鹿部町
■編集／企画振興課広報広聴係
〒041-1498
北海道茅部郡鹿部町字宮浜299番地
TEL：01372-7-5297
FAX：01372-7-3086
Eメール
kikaku@town.shikabe.hokkaido.jp
ホームページ
http://www.town.shikabe.lg.jp
■印刷／㈱長門出版社

　
８
月
と
な
り
、
北
海
道
も

夏
本
番
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
先
月
は
、
毎
年
恒
例
の
鹿

部
稲
荷
神
社
例
大
祭
が
開
催

さ
れ
、
催
し
の
写
真
撮
影
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
例
大
祭
の
撮
影
は
、
２
回

目
に
な
り
ま
す
が
、
今
年

は
、
大
正
琴
演
奏
や
子
ど
も

相
撲
な
ど
が
雨
天
で
中
止
に

な
っ
て
し
ま
い
、
す
べ
て
の

催
し
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
残
念
で
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
例
大
祭
で

は
、
松
前
神
楽
奉
奏
の
撮
影

も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
厳
か

な
雰
囲
気
の
中
で
の
、
迫
力

の
あ
る
演
舞
が
と
て
も
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
月
は
、
第
37
回

し
か
べ
海
と
温
泉
の
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
も

豪
華
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、
そ
し
て

花
火
大
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
な
の
で
、
晴
天
と

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
み
や
に
し
）

お
た
ん
じ
ょ
う

お
め
で
と
う

氏
　
　
　
名

保
護
者
住
所

川か
わ

　
口ぐ
ち

　
緖お

凰う

華か

く
ん

幸
　
哉

宮
浜

お
く
や
み

も
う
し
あ
げ
ま
す

氏
　
　
　
名

享
　
年
住
所

桝
　
谷
　
由
　
一
さ
ん

八
四
歳

大
岩

澤
　
川
　
ハ
ナ
ヱ
さ
ん

八
二
歳

宮
浜

佐
　
藤
　
征
　
郎
さ
ん

八
一
歳

鹿
部

戸
　
澤
　
　
　
実
さ
ん

六
八
歳

本
別

盛
　
田
　
ヒ
　
デ
さ
ん

八
六
歳

鹿
部



町
民
皆
さ
ん
に
よ
る
“
ま
ち
づ
く
り
”
を

特
集
「
対
話
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
つ
い
て

中央公民館（平成３０年６月１０日（日））

出来澗会館（平成３０年６月１３日（水））

ロイヤルホテル（平成３０年６月１５日（金））
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「
対
話
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

は
、
自
治
の
基
本
で
あ
る
町
民

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と

し
、
平
成
２９
年
度
に
お
い
て
は

年
２
回
、
春
と
冬
に
開
催
し
、

平
成
28
年
度
の
事
業
結
果
や
平

成
29
年
度
の
事
業
説
明
な
ど
を

行
い
つ
つ
、
町
民
皆
さ
ん
か
ら

の
「
ご
提
案
」「
ご
意
見
」「
ご

要
望
」
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

幅
広
く
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
場
と
し
て
、
開
催
し

ま
し
た
。

平
成
３０
年
度
も
年
２
回
の
開

催
を
予
定
し
て
い
て
、
第
１
回

目
を
６
月
中
旬
に
全
７
回
、
６

会
場
に
お
い
て
開
催
し
、
平
成

２９
年
度
の
開
催
か
ら
こ
れ
ま

で
、
延
べ
１
９
９
人
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。
町
民
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換
を
通
じ
、
町
の
活
性

化
に
向
け
た
施
策
の
検
討
や
地

域
の
実
情
に
即
し
た
施
策
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

①　町からの事業説明
　→�　町が検討している事業や実施

した事業について、スライドなど
を使用して説明します。

②　意見交換
　→�　説明した事業のほか、日ごろの

生活の中で、不安なところ、改善
してほしいことなどをお伺いし
ます。

③　検討・調整
　→�　いただいたご意見などをもと

に、関係部局と検討や調整を踏ま
え政策形成や事業の見直しを実
施します。

検討・調整

新たな事業

施策の見直し

①に戻る
　これまで、約１２０件の
ご意見などをいただきました。

　いただいたご意見などを踏ま
え、新たな事業や施策の見直しを
行い、次の「対話ミーティング」に
おいて、再び意見交換を行います。

「
対
話
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
は
何
か
？
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「
対
話
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
に
お
い
て
寄
せ
ら
れ
た
主
な
ご
意
見
な
ど

平
成
３０
年
度
第
１
回
の
対
話

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
意
見

交
換
の
内
容
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
ご
意
見
な
ど
】
①

役
場
民
生
課
窓
口
で
の
パ
ス

ポ
ー
ト
発
行
申
請
に
つ
い
て
、

収
入
証
紙
の
購
入
に
関
す
る
案

内
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
収
入
証

紙
の
購
入
の
た
め
、
町
内
を
何

か
所
も
歩
く
こ
と
に
な
っ
た
と

の
不
満
の
声
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
申

請
事
務
の
ほ
か
、
め
っ
た
に
な

い
仕
事
ほ
ど
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を

徹
底
し
、
人
事
異
動
に
よ
り
担

当
者
が
変
わ
っ
て
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

【
町
の
回
答
】
①

窓
口
の
対
応
で
ご
迷
惑
お
か

け
し
ま
し
た
。
仕
事
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
に
つ
い
て
、
今
一
度
検

討
し
整
備
し
て
い
き
た
い
。

【
ご
意
見
な
ど
】
②

「
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
」

な
ど
の
大
人
が
使
用
す
る
設
備

の
整
備
は
行
っ
て
い
る
も
の

の
、
子
ど
も
が
使
用
す
る
設
備

へ
の
整
備
が
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
職
員
が
現
場
（
総
合
体
育

館
）
を
確
認
し
て
い
る
か
疑
問

で
あ
る
。
特
に
、
総
合
体
育
館

内
の
遊
技
場
に
お
い
て
は
、
床

材
や
遊
具
な
ど
が
破
損
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
子
ど
も
を
連

れ
て
行
っ
て
も
遊
ば
な
い
と
思

う
の
で
、
子
ど
も
の
た
め
の
設

備
に
つ
い
て
、
直
接
状
況
を
確

認
し
て
ほ
し
い
。
　

【
町
の
回
答
】
②

取
り
急
ぎ
状
況
に
つ
い
て
確

認
し
、対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

【
ご
意
見
な
ど
】
③

「
し
か
べ
最
中
」
を
製
造
し

て
い
た
お
菓
子
屋
を
は
じ
め
、

蕎
麦
屋
や
ラ
ー
メ
ン
屋
と
い
っ

た
気
軽
に
入
る
こ
と
が
で
き
る

食
堂
な
ど
が
閉
店
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
道
の
駅
の
整
備
は

も
ち
ろ
ん
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け

の
食
堂
や
名
物
を
取
り
扱
う
食

堂
の
支
援
な
ど
、
ラ
ン
チ
難
民

が
出
な
い
よ
う
商
工
会
と
町
が

連
携
し
て
ほ
し
い
。

【
町
の
回
答
】
③

中
小
企
業
振
興
に
つ
い
て
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

平
成
２９
年
度
に
鹿
部
町
中
小

企
業
振
興
基
本
条
例
を
制
定
し

た
と
こ
ろ
な
の
で
、
条
例
に
基

づ
き
、
会
議
な
ど
に
お
い
て
、

様
々
な
意
見
を
お
伺
い
し
、
何

が
必
要
か
検
討
し
て
い
く
。

【
ご
意
見
な
ど
】
④

議
会
の
傍
聴
に
行
き
た
い

が
、
仕
事
を
休
ん
で
ま
で
傍
聴

に
行
け
な
い
こ
と
か
ら
、
休
み

の
日
（
土
日
・
祝
日
）
に
議
会

を
開
会
す
る
な
ど
、
検
討
を
お

願
い
し
た
い
。

ま
た
、
議
会
を
よ
り
身
近
な

も
の
に
す
る
取
組
み
を
行
っ
て

ほ
し
い
。

【
町
の
回
答
】
④

夜
間
や
週
休
日
な
ど
に
議
会

を
開
会
す
る
自
治
体
も
あ
る
こ

と
や
、
町
と
し
て
多
く
の
皆
さ

ん
に
議
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意

見
に
つ
い
て
、議
会
に
伝
え
る
。

【
ご
意
見
な
ど
】
⑤

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
開

設
に
つ
い
て
は
、
大
変
い
い
取

組
み
だ
と
思
う
の
で
、
全
国
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
「
こ
ど
も

食
堂
」
と
併
せ
て
開
設
す
る
の

も
い
い
と
思
う
。

【
町
の
回
答
】
⑤

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
開

設
に
つ
い
て
は
、
世
代
間
交
流

が
で
き
る
企
画
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、「
こ
ど
も
食
堂
」
の
取

組
み
に
つ
い
て
も
情
報
収
集
す

る
。

10-20歳代
5％ 町外

3％

字大岩
0％
字鹿部
9％

字宮浜・駒見
14％

字本別
74％

60歳代
37％

70歳代
40％

30歳代
6％
40歳代
3％

50歳代
6％

80歳代以上
3％

平成30年度第１回来場者アンケート回答者属性（年代） 平成30年度第１回来場者アンケート回答者属性（地区）
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「
対
話
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
こ
れ
か
ら

平
成
２９
年
度
か
ら
開
催
し
て

い
る
「
対
話
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
来
場
者

数
が
減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
町
で
は
、
子
育
て
世
代
の

方
や
仕
事
や
学
業
で
平
日
の
参

加
が
難
し
い
方
で
も
参
加
で
き

る
よ
う
、
開
催
時
間
の
変
更
や

土
日
開
催
、
託
児
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
す
る
な
ど
の
改
善
を
実
施

し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
が
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
い
る
「
語
ら
い
町
長
室
」

や
「
意
見
・
提
案
箱
」
の
ほ
か
、

町
の
生
活
環
境
な
ど
の
満
足
度

を
伺
う
「
町
民
満
足
度
調
査
」

の
実
施
に
向
け
関
係
部
局
と
検

討
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
踏
ま

え
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
皆
さ
ん

と
と
も
に
「
笑
顔
あ
ふ
れ
光
輝

く
町
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

開催日 時　間 総来場者数 会場・回数

平成 29年度
第 1回

Ｈ29
6/21 ～ 7/3 17：30～ 93人 6会場：6回

平成 29年度
第 2回

Ｈ29
12/17 ～ 12/22

【日曜日】
10：00～（公民館）
14：00～（鹿部会館）
【平日】
18：00～

55人 6会場：6回

平成 30年度
第 1回

Ｈ30
6/10 ～ 6/18

【日曜日】
10：00～（公民館）
【土曜日】
10：00～（本別中央）
【平日】
16：00～

51人

6会場：7回
（公民館 2回）

※託児スペース
設置

　鹿部町の “まちづくり”に関するご意見などを随時受付けしていますので、お気軽に企画振
興課へご連絡ください。（℡：７－５２９７）　
　また、役場庁舎と本別中央会館に「意見・提案箱」も設置していますので、併せてご活用
ください。

　※�　ご意見などの内容により、企画振興課以外の担当部局へ引き継ぎさせていただきますの
で、あらかじめご了承ください　　

これからの「対話ミーティング」の事業展開（案）

対話ミーティング … テーマごとの町民全体意見交換等

出前座談会 ………… 団体型意見交換等

語らい町長室 ……… 個別型意見交換等

町民満足度調査

対話ミーティング

行政各般にわたる
課題を伺う機会の増

　これからも、鹿部町の“ま
ちづくり”のため、町民皆さ
んと意見交換できる場を検討
していきますので、ご協力よ
ろしくお願いします。


